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各
地
区
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
本

市
へ
の
愛
着
や
理
解
を
深
め
る
「
一

地
区
一
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
親

し
ま
れ
、
大
切
に
守
り
育
て
ら
れ
て

い
る
自
然
や
伝
統
行
事
な
ど
、
皆
さ

ん
の
地
区
か
ら「
自
慢
」
を
募
集
し
、

自
慢
大
賞
が
田
口
町
の
「
ほ
た
る
祭

り
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
元
気
」。
自
治

会
や
団
体
か
ら
百
二
件
も
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
会
の
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
大
賞
以
下
の
各
賞
が
次
の
と
お

り
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
十
二

月
十
二
日
�
に
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

応
募
の
あ
っ
た
百
二
件
す
べ
て
の

「
自
慢
」
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
小
冊
子
に
ま
と
め

て
、
二
月
下
旬
に
自
治
会
や
小
中
学

校
な
ど
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。
今

回
寄
せ
ら
れ
た
「
自
慢
」
を
広
く
市

内
外
へ
紹
介
す
る
こ
と
で
、
地
区
の

つ
な
が
り
を
一
層
強
め
、
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

す
。な

お
、
元
気
賞
は
、
募
集
時
に
は

「
ユ
ー
モ
ア
賞
」（
受
賞
数
は
三
点
）
と

し
ま
し
た
が
、
審
査
会
で
名
称
と
受

賞
数
を
変
更
し
ま
し
た
。

�
自
慢
大
賞

田
口
町
自
治
会
「
ほ
た
る
祭
り
」

�
金
賞

鳥
取
町
自
治
会
「
鳥
取
町
メ
ダ
カ

く
ら
ぶ
」

�
銀
賞

天
川
大
島
町
原
町
自
治
会
「
劇
団

ひ
ふ
み
座
」

�
銅
賞

文
京
町
四
丁
目
自
治
会
「
文
四
ふ

れ
あ
い
花
壇
活
用
に
よ
る
環
境
美
化

運
動
」、
力
丸
町
自
治
会
「
悪
魔
は
ら

い
」

�
元
気
賞

文
京
町
一
〜
四
丁
目
・
天
川
原
町

一
・
二
丁
目
・
天
川
町
・
第
一
天
川

町
自
治
会
合
同
「
前
橋
文
京
地
区
高

齢
者
教
室
・
生
き
が
い
塾
」、
小
屋
原

町
自
治
会
「
歩
け
歩
け
大
会
」、
足
軽

町
自
治
会
「
足
軽
町
納
涼
祭
」、
粕
川

町
月
田
区
自
治
会
「
月
田
の
獅
子
舞
」

○
…
問
い
合
わ
せ
は
政
策
課
�
８
９

０
―
６
５
１
５
へ
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
バ
ッ
ジ
と
ス
テ
ッ

カ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
な
る
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
。
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
一
切
の
権
限
は
本
市
と
高
崎

市
に
帰
属
し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
を
変
更
し
て

使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
市
と
高
崎
市
で
は
、
連
携
し
て

新
た
な
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
妊
婦
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
と
き
や
、
車
を
運
転
す
る
と
き

な
ど
に
、
周
囲
の
人
か
ら
温
か
い
配

慮
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
・
バ
ッ
ジ
」「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
車
用

ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
作
成
し
、
妊
娠
の

届
け
出
の
と
き
に
配
布
。
妊
娠
初
期

の
女
性
を
守
り
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

対
象
＝
本
市
か
高
崎
市
（
高
崎
市
と

合
併
を
予
定
し
て
い
る
町
村
を
含
む
）

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
応
募

作
品
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
し
一
人

三
点
ま
で
。�
妊
婦
で
あ
る
こ
と
が

誰
に
で
も
理
解
で
き
、
分
か
り
や
す

く
て
温
か
み
の
あ
る
か
わ
い
ら
し
い

デ
ザ
イ
ン
�
色
鉛
筆
、
水
彩
、
パ
ス

テ
ル
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
画
材
を
用

い
た
カ
ラ
ー
作
品
�
未
発
表
賞
＝

最
優
秀
賞
…
一
人
（
副
賞
五
万
円
相

当
）、
優
秀
賞
…
五
人
以
内
（
同
二
万

円
相
当
）

申
し
込
み
＝
12
月
12
日

�
〜
１
月
31
日
�
（
必
着
）
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
〒
３
７
１

―
０
０
１
４
前
橋
市
朝
日
町
三
丁
目

三
六
―
一
七
・
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
ま
た
は
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
�

２
２
３
―
８
８
４
４
へ
。
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昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
、
第

三
回
国
連
総
会
で
、
世
界
人
権
宣
言

を
採
択
。
こ
れ
を
記
念
し
、
こ
の
日

を
人
権
デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
の

一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と

高
揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

□
人
権
週
間
の
強
調
事
項

�
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
…
体

罰
や
虐
待
を
防
ぐ
�
女
性
の
地
位
を

高
め
よ
う
…
女
性
と
男
性
が
対
等
の

立
場
で
協
力
し
責
任
も
分
か
ち
合
う

�
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う
…
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
て

る
生
活
が
で
き
る
よ
う
接
す
る
�
障

害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う
…
障
害
の
あ
る
人
と
な

い
人
が
対
等
に
生
活
し
活
動
で
き
る

社
会
を
築
く
�
部
落
差
別
を
な
く
そ

う
…
同
和
問
題
に
つ
い
て
一
層
理
解

を
深
め
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直
す

�
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う
…
円
滑
な
社
会

生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
む
�
性

的
指
向
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
…

同
性
愛
者
な
ど
へ
の
偏
見
を
な
く
す

�
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

…
感
染
症
な
ど
を
正
し
く
認
識
す
る

�
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う
…
文
化
を
理
解
し
偏
見
を

解
消
す
る
�
性
同
一
性
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
…
性
同
一

性
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
�
犯
罪

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う
…
行
き
過
ぎ
た
報
道
か
ら
人

権
を
守
る
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
…
モ

ラ
ル
向
上
を
図
る
�
ホ
ー
ム
レ
ス
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
…
自
立
を

促
し
、
地
域
社
会
で
解
決
を
図
る
�

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
…
文

化
を
尊
重
し
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
。

□
人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相
談
を

人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
と
お
り

市
内
に
二
十
二
人
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
敬
称
略
―
―

平
田
雅
子
（
表
町
一
丁
目
）
梅
沢
朋

子
（
広
瀬
町
二
丁
目
）
金
子
恵
美
子

（
住
吉
町
一
丁
目
）
青
木
智
教
（
関

根
町
）
岡
喜
太
郎
（
二
之
宮
町
）
福

島
三
知
子
（
高
井
町
一
丁
目
）
小
林

友
栄
（
荒
牧
町
四
丁
目
）
綾
小
路
乗

正（
元
総
社
町
二
丁
目
）竹
茂
夫（
朝

日
町
三
丁
目
）
戸
所
仁
治
（
総
社
町

二
丁
目
）
田
村
嘉
久
（
国
領
町
二
丁

目
）
菅
野
恵
子
（
上
佐
鳥
町
）
田
中

良
三
（
川
原
町
）
黒
沢
公
（
茂
木
町
）

千
吉
良
せ
つ
子
（
堀
越
町
）
井
上
春

治
（
横
沢
町
）
大
沢
修
子
（
河
原
浜

町
）
高
橋
力
子
（
茂
木
町
）
前
原
至

大
（
苗
ヶ
島
町
）
深
沢
純
男
（
柏
倉

町
）
登
山
光
善
（
粕
川
町
月
田
）
須

藤
保
（
粕
川
町
西
田
面
）

□
特
設
人
権
相
談
所

日
時
＝
12
月
16
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
市
役
所
31
会
議
室
、
大

胡
支
所
、
宮
城
公
民
館
、
隣
保
館（
粕

川
町
西
田
面
）

内
容
＝
い
じ
め
、

体
罰
、
部
落
差
別
、
女
性
差
別
、
外

国
人
の
問
題
、
家
庭
内
（
夫
婦
、
親

子
、
結
婚
、
離
婚
な
ど
）
の
問
題
、

近
隣
間
の
も
め
事
な
ど
　
申
し
込
み

＝
当
日
会
場
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�
８
９

０
―
６
２
３
６
へ
。

高
校
や
専
修
学
校
な
ど
へ
進
学
を

希
望
す
る
中
学
生
で
、
経
済
的
に
不

安
の
あ
る
人
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま

す
。

募
集
期
間
＝
12
月
22
日
�
ま
で
　
対

象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
市
内
在

住
の
人
。
�
４
月
に
高
校（
高
専
）か

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
進
学
を
希

望
し
て
い
る
�
資
力
が
な
く
修
学
困

難
�
品
行
方
正
、
身
体
健
全
、
学
業

優
秀
�
進
学
後
、
ほ
か
の
育
英
ま
た

は
奨
学
金
の
貸
与
・
給
与
を
受
け
る

予
定
が
な
い
　
貸
与
月
額
＝
国
・
公

立
…
一
万
二
千
円
、
私
立
…
一
万
八

千
円
　
貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業

ま
で
の
最
短
修
業
年
限
　
返
還
方
法

＝
卒
業
後
六
カ
月
か
ら
十
年
間
で
年

四
期
に
分
け
て
返
還
（
無
利
子
、
一

括
・
繰
り
上
げ
返
還
も
可
。
大
学
・

短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
人

は
在
学
期
間
の
返
還
延
期
も
可
）

申
し
込
み
＝
在
学
す
る
中
学
校
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課
�

８
９
０
―
５
８
１
２
へ
。

６月から７月に開催し幅広い世代が参加

みんなで心の手もつなごう

大
賞
は
「
ほ
た
る
祭
り
」
が
選
ば
れ
ま
し
た

「
一
地
区
一
自
慢
」
に
102
件
の
応
募
が
あ
り
12
日
に
表
彰
式
を

妊
娠
初
期
の
女
性
に
周
囲
の
温
か
い
配
慮
を

本
市
と
高
崎
市
の
連
携
で
バ
ッ
ジ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
募
集

差
別
の
な
い
住
み
良
い
社
会
築
き
ま
し
ょ
う

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
、
16
日
に
「
特
設
相
談
所
」
を
開
設

高
校
な
ど
へ
安
心
し
て
進
学
で
き
る
よ
う
に

奨
学
金
の
申
し
込
み
は
22
日
ま
で
に
在
学
し
て
い
る
中
学
校
へ


